
共
同
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究
の
概
要

小
島
道
裕

1

一
、
研
究
の
目
的

本
巻
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
（
基
幹
研
究
）「
歴
史
文
化
史
料
に

基
づ
く
日
本
中
世
社
会
像
の
再
構
築
」
Ｃ
班
「
中
世
文
書
の
様
式
と
機
能
お
よ
び
国

際
比
較
と
活
用
に
関
す
る
研
究
」（
二
〇
一
六
〜
二
〇
一
八
年
度
）
の
成
果
報
告
書

で
あ
る
。

ま
ず
、
本
研
究
の
目
的
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

古
文
書
は
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
内
容
が
歴
史
学
に
有
用
な
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
自

体
が
重
要
な
歴
史
資
料
で
あ
る
。
本
館
は
、
既
に
数
千
点
の
中
世
文
書
を
収
蔵
し
、

多
様
さ
に
お
い
て
は
全
国
有
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
て
い
る
。
二
〇
一
三
年

に
は
企
画
展
示
「
中
世
の
古
文
書
│
機
能
と
形
│
」
を
開
催
し
、
各
ジ
ャ
ン
ル
の

文
書
二
〇
〇
点
以
上
を
ま
と
め
て
展
示
し
た
が
、
多
様
な
収
集
文
書
に
よ
る
総
合
的

な
展
示
で
は
、
家
わ
け
文
書
の
内
在
的
な
論
理
を
超
え
た
、
客
観
的
な
外
在
的
論
理

に
よ
っ
て
内
容
を
組
み
立
て
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
総
合
的
中

世
文
書
展
は
、
実
は
こ
れ
ま
で
一
度
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
そ
の
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
と
な
り
う
る
よ
う
な
、
各
ジ
ャ
ン
ル
に
ま
た
が
る
多
様
な
様
式
と
機
能
を
歴
史
的

に
扱
う
こ
と
の
で
き
る
総
合
的
な
古
文
書
学
も
十
分
発
達
し
て
い
な
い
こ
と
が
痛
感

さ
れ
た
。

学
界
的
に
見
て
も
、
日
本
に
お
け
る
古
文
書
学
は
、
近
年
全
体
的
な
体
系
の
再
構

築
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
古
代
文
書
と
中
世
文
書
の
連
続
性
と
変
化
を
ど
の
よ

う
に
理
解
す
る
か
が
ひ
と
つ
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
前
後
の
時
代
や
関

連
分
野
も
含
む
研
究
会
を
組
織
し
て
、
多
様
な
古
文
書
を
所
蔵
し
、
そ
れ
を
用
い
て

歴
史
資
料
と
し
て
歴
史
叙
述
を
行
な
う
博
物
館
の
立
場
か
ら
、
中
世
文
書
に
つ
い
て

の
新
た
な
体
系
の
構
築
を
め
ざ
す
。
ま
た
、
文
書
と
い
う
存
在
の
持
つ
社
会
的
な
意

義
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
、
そ
れ
が
モ
ノ
と
し
て
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
か
を
、

歴
史
学
以
外
の
研
究
者
も
交
え
て
考
察
す
る
こ
と
で
、社
会
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
。

日
本
の
文
書
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
国
際
的
な
比
較
、
特
に
日
本

と
同
様
に
、
中
国
の
文
書
様
式
を
元
に
独
自
の
文
書
体
系
を
築
い
た
韓
国
（
高
麗
・

朝
鮮
）
の
文
書
と
の
比
較
が
有
効
で
あ
り
、
社
会
的
背
景
と
文
書
の
関
係
、
す
な
わ

ち
そ
の
よ
う
な
文
書
と
文
書
体
系
を
生
み
出
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
自
体
の
特
質
に

つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
考
察
が
可
能
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
韓

国
の
研
究
者
の
協
力
を
得
て
、
実
物
の
比
較
に
よ
る
研
究
を
行
な
う
。
ま
た
中
国
な

ど
と
の
比
較
に
も
道
を
開
く
。

以
上
の
研
究
に
基
づ
い
て
、
企
画
展
示
等
に
お
い
て
広
く
成
果
の
普
及
を
図
り
、

ま
た
博
物
館
資
料
と
連
動
し
て
、
大
学
等
に
お
け
る
古
文
書
の
基
礎
教
育
に
も
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
行
う
。
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二
、
研
究
会
の
記
録

（
発
表
者
の
所
属
（
発
表
当
時
）
は
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
み
記
し
た
。
共
同

研
究
員
に
つ
い
て
は
、
三
、
研
究
組
織
を
参
照
。）

二
〇
一
六
年
度

・
四
回
の
研
究
会
を
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
お
い
て
開
催
し
、
毎
回
、
研
究
発

表
の
他
、
館
蔵
古
文
書
を
実
際
に
見
な
が
ら
の
討
議
を
行
っ
た
。

・
古
文
書
複
製
（
琉
球
王
国
文
書
）
に
関
す
る
調
査
と
作
業
、
お
よ
び
、
韓
国
の

古
文
書
所
蔵
機
関
の
予
備
調
査
を
行
っ
た
。

　第
一
回
研
究
会　

二
〇
一
六
年
五
月
二
七
日
（
金
）・
二
八
日
（
土
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

第
一
会
議
室
・
第
二
修
復
室

小
島
道
裕　
「
企
画
展
示
『
中
世
の
古
文
書
』（
二
〇
一三
年
）の
総
括
と
課
題
確
認
」

全　
　

員　
「
日
本
古
代
中
世
古
文
書
学
の
課
題
」
各
自
の
研
究
予
定
テ
ー
マ
を

説
明

第
二
回
研
究
会　

二
〇
一
六
年
九
月
九
日
（
金
）・
一
〇
日
（
土
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

第
一
会
議
室
・
第
二
修
復
室

仁
藤
敦
史　
「
近
年
に
お
け
る
古
代
古
文
書
学
の
展
開
」

小
倉
慈
司　
「
奈
良
朝
写
経
と
正
倉
院
文
書
」

丸
山
裕
美
子　
「
唐
代
の
書
儀
と
文
書
」

三
上
喜
孝　
「
東
ア
ジ
ア
古
文
書
の
中
の
画
指
」

第
三
回
研
究
会　

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
日
（
木
）・
二
日
（
金
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

第
一
会
議
室
・
第
二
修
復
室

朴
竣
鎬
「
署
名
と
花
押
に
つ
い
て
」

文
叔
子
「
中
世
か
ら
近
世
へ
―
財
産
権
認
証
の
簡
潔
化
を
表
す
官
文
書
―
」

川
西
裕
也　
「
朝
鮮
時
代
の
国
王
関
連
文
書
の
廃
棄
方
式
」

第
四
回
研
究
会　

二
〇
一
七
年
三
月
二
日
（
木
）・
三
日
（
金
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

第
一
会
議
室
・
第
二
修
復
室

佐
藤
雄
基　
「
日
本
中
世
に
お
け
る
院
宣
・
御
教
書
・
直
状
の
展
開
―
所
謂
「
公

文
書
化
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」

長
村
祥
知　
「
位
記
と
符
案
に
み
る
中
世
公
家
文
書
の
一
側
面
」

田
中
大
喜　
「
鎌
倉
期
武
家
の
置
文
と
譲
状
」

二
〇
一
七
年
度

・
三
回
の
研
究
会
を
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
お
い
て
開
催
し
た
他
、
韓
国
の
古

文
書
所
蔵
機
関
三
個
所
を
訪
問
し
、
実
物
資
料
を
実
見
し
な
が
ら
、
現
地
の
研

究
者
と
の
交
流
を
行
な
っ
た
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
の
研
究
会
に
お
い
て

も
、
研
究
発
表
の
他
、
館
蔵
古
文
書
を
実
見
し
つ
つ
討
議
を
行
っ
た
。

・
韓
国
の
古
文
書
な
ど
に
つ
い
て
、
研
究
と
展
示
に
用
い
る
た
め
の
複
製
の
制
作

を
行
な
っ
た
。

・
企
画
展
示
お
よ
び
「
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
」「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
計
画
を

進
め
た
。

　第
五
回
研
究
会　

二
〇
一
七
年
六
月
九
日
（
金
）・
一
〇
日
（
土
）　　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

第
一
会
議
室
・
第
二
修
復
室　
　
　
　
　
　

古
川
元
也
「
モ
ノ
と
し
て
の
古
文
書
―
鎌
倉
寺
社
文
書
を
中
心
に
―
」

横
内
裕
人
「
平
安
時
代
に
お
け
る
東
大
寺
大
衆
の
発
給
文
書
―
そ
の
変
遷
と
背

景
―
」

高
橋
一
樹
「
日
本
中
世
地
域
社
会
の
文
書
リ
テ
ラ
シ
ー
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」　 

丸
山
裕
美
子
「
唐
の
告
身
と
日
本
の
位
記
―
古
文
書
学
的
比
較
研
究
―
」
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〔
協
議
〕　

・
企
画
展
示
に
つ
い
て

・
韓
国
に
お
け
る
研
究
会
の
計
画
に
つ
い
て

第
六
回
研
究
会
＝
韓
国
古
文
書
調
査　

参
加
人
数
：
一
三
名

二
〇
一
七
年
八
月
二
九
日
（
火
）　

　

国
立
ハ
ン
グ
ル
博
物
館
展
示
見
学
・
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
文
書
閲
覧
・
展
示
見
学

八
月
三
〇
日
（
水
）

韓
国
学
中
央
研
究
院
蔵
書
閣
所
蔵
文
書
閲
覧
、
展
示
見
学
、
施
設
見
学

八
月
三
一
日
（
木
）

ソ
ウ
ル
歴
史
博
物
館
所
蔵
文
書
閲
覧
・
展
示
見
学　

第
七
回
研
究
会　

二
〇
一
七
年
一
二
月
一
七
日
（
日
）・
一
八
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

第
一
会
議
室
・
第
一
調
査
室

金
子　

拓　
「
中
世
の
古
文
書
体
系
に
お
け
る
信
長
・
秀
吉
文
書
の
特
質
」

松
尾
恒
一　
「
興
福
寺
維
摩
会
と
文
書
の
授
受
―
古
代
・
中
世
、
顕
教
僧
の
昇
進

と
仏
教
儀
礼
―
」

〔
協
議
〕

・
企
画
展
示
に
つ
い
て
（
出
品
資
料
案
の
検
討
な
ど
）

・「
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
」「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

第
八
回
研
究
会　

二
〇
一
八
年
三
月
二
日
（
金
）・
三
日
（
土
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

第
一
会
議
室
・
第
二
修
復
室

四
日
市
康
博　
（
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
付
置
研
究
所
）「
イ
ル
ハ
ン
朝
官
文
書
の
印

章
と
文
書
様
式
」

荒
木
和
憲　
「
中
世
日
本
の
外
交
文
書
」

藤
田
励
夫　
（
文
化
庁
）「
安
南
外
交
文
書
に
つ
い
て
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
協
議
〕

・
企
画
展
示
に
つ
い
て
（
出
品
資
料
お
よ
び
図
録
の
構
成
に
つ
い
て
）

・「
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
」「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
に
つ
い
て

二
〇
一
八
年
度

・
二
回
の
研
究
会
を
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
お
い
て
開
催
し
、
企
画
展
示
の
準
備

と
総
括
、
お
よ
び
図
書
刊
行
に
つ
い
て
の
準
備
も
行
な
っ
た
。

・
企
画
展
示
「
日
本
の
中
世
文
書
」
を
開
催
し
、
図
録
の
刊
行
、
電
子
コ
ン
テ
ン
ツ

の
開
発
を
行
な
っ
た
。

・
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

・
図
書
刊
行
に
つ
い
て
計
画
を
進
め
た
。

第
九
回
研
究
会　

二
〇
一
八
年
六
月
一
〇
日
（
日
）・
一
一
日
（
月
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

第
一
会
議
室
・
第
二
修
復
室

鈴
木
卓
治　
「
博
物
館
展
示
・
資
料
画
像
・
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
」

橋
本
雄
太　
「
中
世
文
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
化
に
向
け
て
」　　
　

〔
協
議
〕

・
企
画
展
示
の
構
成
と
準
備
状
況
に
つ
い
て

・
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
国
際
シ
ン
ポ
と
出
版
に
つ
い
て

・
企
画
展
示
「
日
本
の
中
世
文
書
」
の
解
説
原
稿
に
つ
い
て
（
読
み
合
わ
せ
）

〔
閲
覧
〕

企
画
展
示
の
「
Ⅱ
中
世
の
文
書
へ
」
関
係
、
お
よ
び
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
：
近
現
代
に

受
け
継
が
れ
た
文
書
の
形
」
関
係

第
一
〇
八
回
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
　「
日
本
の
中
世
文
書
」二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
七
日（
土
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
講
堂

小
島
道
裕　
「
趣
旨
説
明
」



4

国立歴史民俗博物館研究報告
第224集 2021年 3月

小
倉
慈
司　
「
古
代
日
本
に
お
け
る
『
文
書
』
の
誕
生
」

佐
藤
雄
基　
「
中
世
日
本
に
お
け
る
書
札
様
文
書
の
広
が
り
―
古
代
か
ら
中
世
へ
―
」

田
中
大
喜　
「
将
軍
の
文
書
と
武
士
団
の
文
書
」

横
内
裕
人　
「
寺
院
文
書
の
特
性
―
集
団
意
思
決
定
の
方
法
と
様
式
―
」

金
子　

拓　
「
戦
国
大
名
の
文
書
と
天
下
人
の
文
書
」

（
総
合
司
会　

荒
木 

和
憲
）

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
古
文
書
と
日
本
の
古
文
書
―
形
と
機
能
の
比
較
―
」

二
〇
一
八
年
一
一
月
一
七
日
（
土
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
講
堂

小
島
道
裕
「
趣
旨
説
明
」

〈
セ
ッ
シ
ョ
ン
１　

韓
国
の
古
文
書
を
め
ぐ
っ
て
〉

川
西
裕
也　
「
朝
鮮
王
朝
の
国
王
文
書
」

朴
竣
鎬　
「
韓
国
古
文
書
の
花
押
」〈
韓
国
語
逐
次
通
訳
〉

文
叔
子　
「
朝
鮮
に
お
け
る
私
人
間
の
契
約
文
書
に
つ
い
て
」

三
上
喜
孝　
「
日
韓
古
文
書
比
較
研
究
の
た
め
の
二
つ
の
視
点
―
『
前
白
』
木
簡

と
画
指
―
」

〈
セ
ッ
シ
ョ
ン
２　

中
国
の
古
文
書
を
め
ぐ
っ
て
〉

黄
正
建　
（
社
会
科
学
院
）「
中
国
古
文
書
学
概
論
―
公
文
書
の
様
式
研
究
を

例
に
―
」〈
中
国
語
逐
次
通
訳
〉

阿

風
（
社
会
科
学
院
）「
明
清
時
代
の
『
信
牌
』」〈
中
国
語
逐
次
通
訳
〉

丸
山
裕
美
子　
「
中
国
文
書
様
式
の
受
容
と
変
容
」

〈
セ
ッ
シ
ョ
ン
３　

ア
ジ
ア
の
文
書
と
外
交
〉

荒
木
和
憲　
「
外
交
関
係
の
文
書
―
一
五
〜
一
六
世
紀
の
現
存
文
書
を
中
心
と
し

て
―
」

藤
田
励
夫　
（
文
化
庁
）「
安
南
日
越
外
交
文
書
に
み
る
花
押
に
つ
い
て
の
試
論
」

四
日
市
康
博　
（
立
教
大
学
）「
イ
ル
ハ
ン
朝
（
イ
ラ
ン
）
の
文
書
」

〈
討
論
〉

総
括
コ
メ
ン
ト
と
司
会
：
高
橋
一
樹
・
小
島
道
裕

第
一
〇
回
研
究
会　

二
〇
一
九
年
三
月
八
日
（
金
）・
九
日
（
土
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

第
一
会
議
室

〔
研
究
発
表　

研
究
報
告
の
執
筆
に
向
け
て
〕

三
上
喜
孝　
「
韓
国
出
土
の
文
書
木
簡
（
仮
）」

小
倉
慈
司　
「
写
経
所
に
お
け
る
文
字
伝
達
（
仮
）」

仁
藤
敦
史　
「
古
代
公
文
書
の
成
立
条
件
（
仮
）」

丸
山
裕
美
子　
「
告
身
と
位
記
」　

佐
藤
雄
基　
「
日
本
文
書
史
に
お
け
る
書
状
の
成
立
と
展
開
―
鎌
倉
期
武
家
の
書

状
ま
で
」

田
中
大
喜　
「
中
世
武
家
の
譲
状
と
置
文
」

松
尾
恒
一　
「
三
つ
の
牛
玉
宝
印
―
牛
玉
宝
印
・
牛
玉
宝
印
札
・
牛
玉
杖
―
」

古
川
元
也　
「
モ
ノ
と
し
て
残
る
文
書
（
仮
）」

川
西
裕
也　
「
朝
鮮
王
朝
の
古
文
書
に
お
け
る
捺
印
の
位
置
に
つ
い
て
」

荒
木
和
憲　
「
中
世
日
本
の
往
復
外
交
文
書
」

金
子　

拓　
「
織
田
信
長
馬
廻
の
発
給
文
書
に
つ
い
て
」」

小
島
道
裕　
「
戦
国
大
名
の
印
判
状
に
つ
い
て　

付
、
中
世
文
書
に
お
け
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
問
題
」

橋
本
雄
太　
「
中
世
文
書
の
展
示
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
と
そ
のW

eb

シ
ス
テ
ム
化
」

鈴
木
卓
治　
「
企
画
展
示
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
む
け
音
声
ガ
イ
ド
の
試
行

と
考
察
」

〔
協
議
〕

・
企
画
展
示
お
よ
び
関
連
事
業
の
総
括

・
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
（
刊
行
物
の
計
画
）
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三
、
研
究
組
織

　（
◎
は
研
究
代
表
者
、
○
は
研
究
副
代
表
者
。
肩
書
は
最
終
年
度
当
時
）

丸
山
裕
美
子　

愛
知
県
立
大
学 

日
本
文
化
学
部
・
教
授

川
西
裕
也　

新
潟
大
学
大
学
院 

現
代
社
会
文
化
研
究
科
・
助
教

佐
藤
雄
基　

立
教
大
学 

文
学
部
・
准
教
授

高
橋
一
樹　

武
蔵
大
学 

人
文
学
部
・
教
授

桃
崎
有
一
郎　

高
千
穂
大
学 

商
学
部
・
教
授

横
内
裕
人　

京
都
府
立
大
学 

文
学
部
・
教
授

金
子　

拓　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
准
教
授

朴
竣
鎬　

国
立
ハ
ン
グ
ル
博
物
館
・
学
芸
研
究
士

文
叔
子　

ソ
ウ
ル
大
学
法
学
研
究
所
・
研
究
員

古
川
元
也　

日
本
女
子
大
学 

文
学
部
・
教
授

長
村
祥
知　

京
都
府
京
都
文
化
博
物
館
・
学
芸
員

松
尾
恒
一　

本
館
研
究
部
・
教
授

仁
藤
敦
史　

本
館
研
究
部
・
教
授

小
倉
慈
司　

本
館
研
究
部
・
准
教
授

荒
木
和
憲　

本
館
研
究
部
・
准
教
授

三
上
喜
孝　

本
館
研
究
部
・
教
授
（
※
総
括
班
所
属
）

鈴
木
卓
治　

本
館
研
究
部
・
准
教
授

橋
本
雄
太　

本
巻
研
究
部
・
助
教

○
田
中
大
喜　

本
館
研
究
部
・
准
教
授

◎
小
島
道
裕　

本
館
研
究
部
・
教
授

四
、
研
究
の
成
果
と
課
題

本
研
究
は
当
初
か
ら
日
本
の
文
書
史
に
つ
い
て
の
企
画
展
示
と
一
体
的
な
も
の
と

し
て
計
画
し
て
お
り
、
そ
の
課
題
と
し
て
掲
げ
た
の
は
、
総
合
的
な
中
世
文
書
展
を

実
施
す
る
背
景
と
な
る
よ
う
な
、
日
本
に
お
け
る
古
文
書
学
の
体
系
的
な
再
構
築
で

あ
り
、
特
に
、
古
代
文
書
と
中
世
文
書
の
連
続
性
と
変
化
、
お
よ
び
韓
国
・
中
国
な

ど
関
連
性
の
強
い
ア
ジ
ア
諸
国
の
文
書
と
の
比
較
で
あ
っ
た
。
企
画
展
示
「
日
本
の

中
世
文
書
―
機
能
と
形
と
国
際
比
較
―
」（
二
〇
一
八
年
一
〇
〜
一
二
月
）
を
目
標

と
し
な
が
ら
、
研
究
会
に
お
け
る
各
時
代
・
分
野
か
ら
の
報
告
や
、
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
お
よ
び
海
外
（
韓
国
）
の
所
蔵
機
関
に
お
け
る
実
物
資
料
の
調
査
を
通
じ

て
議
論
を
重
ね
、
比
較
研
究
と
古
代
か
ら
中
世
へ
の
展
開
を
一
体
的
に
捉
え
る
こ
と

で
、
新
た
な
体
系
と
し
て
の
展
示
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

す
な
わ
ち
、
古
文
書
を
、
官
僚
機
構
が
発
給
す
る
「『
官
』
の
文
書
」
と
、
個
人

が
発
給
す
る
「
書
状
」
の
二
系
統
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る 

か
、
と
い
う
視
点
で
整
理
を
行
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
は
、
古
代
か
ら
存
在
し
た
書

状
様
式
の
文
書
が
次
第
に
機
能
を
拡
大
し
て
公
文
書
と
し
て
も
広
く
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
一
方
、
律
令
に
由
来
す
る
「『
官
』
の
文
書
」
は
形
骸
化
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
東
ア
ジ
ア
で
も
特
異
な
も
の
で
あ
り
、
王
命
系
の
文
書
で
は
、

日
付
上
に
漢
字
朱
方
印
を
一
つ
押
印
す
る
様
式
が
広
く
東
ア
ジ
ア
で
用
い
ら
れ
、
ペ

ル
シ
ャ
の
イ
ル
・
ハ
ン
朝
に
ま
で
及
ぶ
の
に
対
し
、
日
本
で
は
綸
旨
や
御
判
御
教
書

な
ど
の
、
公
印
を
押
さ
な
い
書
状
様
式
の
文
書
が
卓
越
す
る
。
戦
国
時
代
に
行
わ
れ

た
印
判
状
も
基
本
的
に
は
花
押
の
代
替
と
し
て
印
を
用
い
て
い
る
が
、北
条
氏
の「
虎

の
印
判
」
な
ど
は
、
日
付
上
に
押
印
し
て
お
り
、
東
ア
ジ
ア
の
中
で
見
る
と
、「
国

際
標
準
」
に
準
拠
し
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
江
戸
幕
府
に
お

い
て
は
、
そ
の
様
式
は
受
け
継
が
れ
ず
、
老
中
奉
書
な
ど
書
状
様
式
の
文
書
が
公
文

書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
ま
ま
近
代
に
至
る
。（
以
上
の
見
通
し
を
展
示
で
は
図
１
と

し
て
示
し
た
。）

こ
の
よ
う
な
整
理
は
、
国
際
的
に
通
用
し
う
る
概
念
を
用
い
て
、
東
ア
ジ
ア
の
中

で
の
日
本
の
文
書
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
来
通
説
的
で
あ
っ
た

「
公
式
様
文
書
↓
公
家
様
文
書
↓
武
家
様
文
書
」
と
い
う
、
日
本
に
お
け
る
現
象
を

追
っ
た
整
理
と
は
異
な
る
、
本
質
的
で
、
従
っ
て
国
際
的
た
り
う
る
も
の
と
な
っ
た
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と
考
え
る
。

ま
た
、
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
に
掲
げ
た
「
活
用
」
の
面
に
お
い
て
も
、
展
示
と
そ

れ
に
伴
う
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
よ
っ
て
、
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
見
し

た
だ
け
で
は
あ
ま
り
面
白
く
な
く
、
と
か
く
難
解
と
さ
れ
る
古
文
書
の
展
示
方
法
に

つ
い
て
は
議
論
の
あ
る
所
だ
が
、
見
た
目
の
様
式
を
中
心
と
し
つ
つ
、
機
能
の
問
題

と
し
て
着
目
す
べ
き
点
や
全
体
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
明
示
し
た
こ
と
、
観
客
の
必
要

に
応
じ
て
、
図
録
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
、
音
声
ガ
イ
ド
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
説

明
、
と
四
層
に
構
成
し
た
解
説
体
系
を
設
け
た
こ
と
な
ど
、
一
つ
の
在
り
方
を
提
示

し
た
。
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
は
、
古
文
書
の
超
拡
大
（
二
千
倍
ま
で
）

と
、
画
面
と
音
声
に
よ
る
解
読
の
二
つ
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
開
発
し
、
さ
ら
に
「
日

本
の
中
世
文
書
Ｗ
Ｅ
Ｂ
」
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
展
開
も
実
施
し
て
い
る
（
本

書
橋
本
論
文
参
照
）。
展
示
を
中
心
に
、
図
録
・
書
籍
の
刊
行
、
デ
ジ
タ
ル
素
材
の

提
供
、と
い
っ
た
、一
種
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
と
し
て
成
果
の
発
信
と
展
開
を
図
っ

て
い
る
。　

企
画
展
示
図
録
に
お
い
て
は
、
研
究
的
な
内
容
を
重
視
し
て
、
各
章
お
よ
び
個
別

資
料
の
解
説
を
掲
げ
た
他
、
展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
（
共
同
研
究
員
が
兼
任
）
に

よ
る
個
別
テ
ー
マ
の
「
コ
ラ
ム
解
説
」
も
収
録
し
、
研
究
成
果
の
内
容
を
盛
り
込
ん

だ
。歴

博
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
国
際
シ
ン
ポ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
別
途
下
記
の
図
書
と
し

て
刊
行
し
た※
。
総
合
的
な
構
成
と
な
る
こ
と
を
意
識
し
、
各
分
野
に
つ
い
て
の
概
括

的
な
内
容
を
含
ん
だ
内
容
で
あ
り
、
先
端
研
究
と
し
て
の
内
容
を
よ
り
優
先
し
た
本

研
究
報
告
と
の
棲
み
分
け
を
行
な
っ
て
い
る
た
め
、
合
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

※
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
監
修
、
小
島
道
裕
・
田
中
大
喜
・
荒
木
和
憲
編
『
古
文

書
の
様
式
と
国
際
比
較
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）

図１　日本の文書様式の時代による特徴

日本における文書史の流れをイメージするために企画展示の冒頭に掲げた図。ごく粗いものだが，本研究の
趣旨を反映しており，様々にアレンジすることで今後の研究に役立つ可能性もあるため，敢えて掲げておき
たい。（原図では，「『官』の文書」を青，「書状」を赤で色分けしている。）

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）


